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1．はじめに
　文化を通して人間を問う文化人類学におい
て、人間の重要な営みのひとつである「食べる
こと」を文化として考察する「食（の）文化」
研究は、重要な研究領域のひとつであろう。ま
ず、文化を《特定社会の人々によって習得され
共有され伝達される外面的および内面的な生活
様式の体系》と概念規定した上で、人間の「食」
を総合的に理解するには、自然科学的なアプ
ローチだけでは不十分であり文化的なアプロー
チも必要不可欠であると考える。なぜならヒト・
人類の基本的な欲求のひとつである食欲自体は
普遍的本能と位置づけられるが、その具体的充
足の仕方は人間社会によって多様に異なる文化
の問題であるからである。
　多様な社会における人間の「食文化」の本質
にせまるには、それぞれの社会の自然環境や歴
史的背景また政治・経済・宗教状況や価値観な
どをふまえ、その共通性や相違性を抽出しつつ
比較研究しなければならない。ここで、石毛
［1973］や吉田［1998］にならい「食文化」と
その中核をなす「食事文化」について整理して
おく。食文化とは、食料の獲得や生産から貯蔵・
流通などを経て、台所で加工・料理をし食卓で
食事を取り、そして身体に摂取・消化されるま
での文化的側面である。一方食事文化とは、食
文化の中核であって人間のみがおこなう、料理
という食料の加工体系と共食という食事の行動
体系の文化的側面である。
　一般に人間の社会生活は、採集狩猟漁労と牧
畜や農耕それに商工業などに従事し生計を立て
ることで成り立っている。商工業などを生業と
する人々が現れるのは、社会的分業が進みいわ
ゆる都市社会が成立してからである。この社会
的分業を前提とする都市社会あるいは文明社会
が生まれるには、食料の生産性が高まり余剰食
料が増えその生産に直接携わらなくてもすむ多
くの人々の存在が必要となる。それでは、高い
生産性はどのようにして可能になるか。自然に
頼りきった獲得消費経済である採集狩猟民には
不可能であり、生産経済ではあるがその低生産
性は否めない牧畜民にも限界がある。つまり、
自然を変え生産性を高められるのは農耕民が中
心となる。筆者の前稿［木佐木：2006］では、
まずその他の動物と比較しながら人間の食の特
徴を述べ、続いて人間が如何にして環境に働き
かけ食料を獲得・生産してきたかについて、採
集・狩猟・漁労活動により野生の動植物を主な
食料として利用してきた採集狩猟民と、特定の
家畜を管理・増殖させ乳や乳製品および肉や血
などを主な食料として利用してきた牧畜民を取
り上げ、その生業による社会や文化の特徴をま
とめた。本稿では、特定の植物を栽培してその
実りを主な食料とする農耕民を取り上げその社
会や文化の特徴を考察するが、現代の都市文明
社会を考える上でも、農耕民の社会と文化の特
徴を整理しておくことは重要であろう。また、
先述の「食事文化」や食後の影響・対応につい
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ては別稿にゆずることにしたい。
2．農耕という生業と主な農耕文化の分類
　人類史の大半は採集狩猟漁労社会の段階にあ
り、新石器時代（約1万年前）になって自然へ
の適応により牧畜社会と（初期）農耕社会が現
れた。そして、野生動物の家畜化や野生植物の
栽培化は短期間で達成されるわけではなく、そ
の発生と各社会や文化の形成にはかなりの時間
差がある。その中で、農耕社会への移行は新石
器革命1）とか食料生産革命と呼ばれることがあ
るが、革命と呼ばれるほどの大きな出来事だっ
たということである。具体的には、磨製石器を
用いた数多くの道具や土器また織機や土木建築
などが生まれたり、食料が徐々に増産可能と
なったのである。
　それでは、農耕という生業は如何なるもので
あろうか。山田［1979：48］によると、農耕と
は食料を作り出すという意味で生産経済であ
り、自然自体の再生産プロセスを人間が再現す
る点に特徴があるという。自然は種の維持のた
めにそれぞれの個体が成長し、他の生物に略奪
される分を見込んだ子孫を残して死んでいくと
いうプロセスを自ら繰り返すわけであるが、植
物に関するこのプロセスを人間が再現し略奪さ
れないよう保護・育成して食料を入手するのが、
農耕にほかならないと述べている。つまり、農
耕とは特定の野生植物を作物として栽培しその
実りを食料とする生業である。
　農耕といっても、その方法や対象作物はいろ
いろである。大別すると、より自然に近い根茎
類を中心とした焼畑移動農耕と、自然を大きく
変え計画的で安定した穀物類を中心とする常畑
定着農耕があり、後者の方が生産性は一般に高
い。佐々木［1987：786－787］によると焼畑
耕作とは、熱帯あるいは温帯の森林や原野にお
いて樹林や叢林を伐採・火入れして耕地を造成
し、1年ないし数年の短期間作物の栽培をおこ
なったのち耕作を放棄し、通常は一定の休閑期
間を経て植生が回復するのを待ち、再度その土
地を利用する農耕であるという。その焼畑耕作
には根栽型と雑穀型がある。前者は、旧大陸で
は東南アジアの熱帯森林地域に起源をもつタロ
イモ・ヤムイモ・バナナなど、新大陸では南米
の森林地帯に起源をもつマニオク・ジャガイモ・
サツマイモなどを主作物とする。後者は、旧大
陸ではアフリカ・インド・中央アジアのサバン
ナ地域に起源をもつシコクビエ・モロコシ・ア
ワ・キビなど、新大陸では中南米高原に起源を
もつトウモロコシ・豆類・果菜類などを主作物
とすると述べている。ここで、根栽型と雑穀型
の発生については、芋類など栄養繁殖作物が雑
穀など種子作物に比べ考古学的な証拠を残しに
くいこともあり、どちらが早く成立したかは不
明な点が多い。また自然環境条件が影響するが、
常畑農耕より焼畑農耕が先行すると考えられ、
前者の方が農作業も複雑で高度な技術を必要と
する。
　農耕は世界各地で行われているわけである
が、その発生・成立の系統や農耕技術の特徴ま
た栽培作物と家畜の組み合わせなどによって、
多様な農耕文化は主に5つの類型に分けられ
る。その分類は、佐々木［1987：575－577］や
朝倉［1995：35－36］などが述べている5類型
である。以下にそれを整理しながらまとめてみ
たい。
（1）旧大陸の麦2）作農耕文化
　冬雨気候をもつオリエントの肥沃な三日月地
帯において、小麦・大麦・エンドウ・ソラマメ・
ダイコンなど一群の冬作物を栽培化し、羊・山
羊・豚を家畜化することで成立する。紀元前
7千年頃には、家畜飼育を伴い小麦や大麦を栽
培する定住村落が現れ、多産豊饒のシンボルで
ある地母神像や豊作祈願儀礼がおこなわれてい
た。前5千年頃には、牛の家畜化が進み搾乳や
乳製品の製造が盛んになり、牛を用いる黎耕や
潅概農耕の技術も生み出された。耕作と休閑・
放牧を交互に行い、農耕と牧畜が有機的に結合
した有畜農耕の体系が生まれた。そして、この
農耕文化は肥沃な三日月地帯からメソポタミア
やエジプトに拡大し、水利施設が整備されて生
産性が向上するとともに政治的・社会的・宗教
的な組織が必要となり、神殿をもつ数多くの都
市国家が形成された。この古代オリエント文明
はその後千年から2千年かけて、東方の中央ア
ジァ・トルキスタンからチベットのオアシス地
帯に、また西方の地中海沿岸からヨーロッパに
広がり今日のヨーロッパ文明の基礎になったの
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である。
（2）旧大陸の根栽農耕文化
　インド東部からインドシナ半島にかけての熱
帯モンスーン地帯ではタロイモ（サトイモな
ど）・ヤムイモ（ナガイモなど）などが栽培され、
マレーシアからオセアニアにいたる熱帯森林地
帯ではバナナ・パンノキ・ココヤシ・サトウキ
ビなどが栽培された。この農耕は、焼畑移動耕
作が基本であり掘棒を主な農具とし、豚と鶏が
飼育されるが食用であり使役動物にはならな
い。また、年中高温多湿のため農繁期や農閑期
は明確ではない。さらに生産性は低く、余剰収
穫物が生まれにくいので貯蔵もほとんど行われ
なかった。結果、豊作祈願儀礼や司祭階級があ
まり発達せず、穀類申心の農耕社会と異なり司
祭＝聖王を頂点とした古代王権が生まれにく
かったのである。考古学的な証明は困難である
が、この根栽農耕は1万年ほど湖る可能性が考
えられる。そして、インド亜大陸を経てアフリ
カへまた東南アジアの半島部から島懊部やオセ
アニアへ広がったとされる。その後アジアの大
陸部では雑穀農耕が導入され、今日根栽農耕の
典型的な姿を留めるのは、オセアニア世界と西
アフリカの一部である。
（3）旧大陸の雑穀農耕文化
　アフリカのサバンナ地帯では、モロコシ・シ
コクビエ・トウジンビエ・テフなどの穀類、サ
サゲ・フジマメなどの豆類、オクラ・ヒョウタ
ンなどの果菜類、ゴマ・ヒマなどの油科作物な
どが栽培され、インドから中央アジアにいたる
サバンナ地帯では、アワ・キビ・ヒエなどの穀
類、キマメ・リョクトウなどの豆類、ナス・キュ
ウリなどの果菜類などが栽培された。このよう
に多種類の雑穀類を主作物とし、それに豆類や
果菜類などを加えた複雑な作物構成を特徴とし
ている。また、鍬を主な農具とする焼畑での輪
作が基本であり、共同体の規模も小さく政治的
リーダーや宗教的職能者が存在してもその権威
は大きくなかった。ところが、インド北西部（イ
ンダス川流域）では早い時期に麦作農耕に基礎
をおくオリエント高文化の影響を受け、黎耕と
潅概農耕の技術が導入されその影響は南インド
にも及んだ。一方、サハラ南縁地域でも時期は
やや遅れるが地中海文明の影響を受け、農耕の
集約度が高まり常畑耕作への進展がみられた。
こうした雑穀栽培農耕の発展に伴い、これらの
地域でも定着的な村落が現れそれらを基盤に都
市や国家がいくつも形成された。他方、中国の
黄河流域においても雑穀農耕文化が古くから発
展した。紀元前6千年頃には、アワを主作物と
し豚や犬を飼う定住村落が現れ土器も作られた
と考えられる。その後、紀元前15世紀頃には
青銅器や文字をもつ股（商）の古代文明国家が
生まれた。さらにこの雑穀農耕文化は、アフリ
カやインドの雑穀のセンターの縁辺地帯で湿地
にも適応するミレットとしてアフリカ稲とアジ
ア稲3）を栽培化した。とくに後者は、アッサム
から雲南にかけての耕地で栽培化され、インド
平原や東南アジア北部の河谷平野あるいは華
中・華南地域に展開し、その他の雑穀類の栽培
から分離・独立し陸稲栽培を経て水稲栽培の技
術が確立したのである。この種の水田稲作農耕
は、水利・潅概をはじめ田植や収穫などの際に
さまざまな協同作業を必要とするため、村落を
基盤とする強い社会的統合が生じ、稲の成長や
豊作を祈る信仰や儀礼が発達し特有な稲作農耕
文化が生まれた。また、東南アジア北部から華
南・江南の山地を経て西日本にいたる照葉樹林
帯では、雑穀農耕文化の特色を中心にそれに古
い根栽農耕文化の特色が複合されたいわゆる照
葉樹林文化が形成されたが、これも稲作農耕文
化として実を結ぶことになる。
（4）新大陸の根栽農耕文化
　中米や南米北部では主に大きなイモがとれる
マニオク（キャッサバ）が栽培され、中部アン
デス高地では主にジャガイモが中南米熱帯地域
では主にサツマイモやヤウティア（旧大陸のタ
ロイモに似たもの）などが焼畑で栽培された。
このマニオクは有毒苦味品種群が主であるた
め、水さらしにより毒抜きする特殊な技法が広
くみられる。また、アンデス高地では後述のト
ウモロコシの栽培上限を越えた斜面の階段上耕
地で、ジャガイモの他オカ・ウルコ・アヌウな
ど数種の芋類が栽培されたが、いずれも凍結乾
燥法によって毒抜きと貯蔵がなされる。
（5）新大陸の雑穀農耕文化
　　中米メキシコ高原や中部アンデス地域の原産
　とされるトウモロコシ4）を主作物とする雑穀農
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耕は、紀元前5千年頃までは潮ることができる
と考えられる。それに、豆類・カボチャ類やト
ウガラシ・タバコなどが加えられ発展した。そ
の後、このトウモロコシ農耕文化は北米地域に
も広がり、中束部の森林地帯で焼畑農耕に基礎
をおく文化を発達させ、南西部では小規模な潅
概農耕に基礎をおく文化を生み出したが、いず
れも都市や国家を形成する段階には至らなかっ
た。これに対しメソアメリカや中央アンデス地
域では、早い時期に潅概農耕や階段耕作の技術
が生まれ、紀元前2千年以降になると土器や織
物や石彫などが作られるようになり、神殿をも
つ祭祀センターや都市が発達してやがて国家も
生み出された。アステカやインカの定住村落を
統合した文明国家はその代表例であって、マヤ
文明の場合焼畑農耕が基盤であり異なるが、集
約的な農業経営を行いやはり祭祀センターをも
つ都市と国家を作り上げた。また、新大陸では
アンデス地域でリャマとアルパカが家畜化され
たが、旧大陸の牛や馬にあたる大型獣の家畜化
はみられない。農具も掘棒と踏鋤が主体であり、
鉄器も存在せず黎も生まれなかった。そのため、
集約度は高められたが生産性には限界がみられ
たのである。
　以下本稿では、革命的大変化をもたらしたと
いう意味でも、耕地を永続的に利用し生産性も
高い常畑定着農耕に焦点を当て、ときに焼畑移
動農耕とも比較しながら、その社会や文化の特
徴を変化に注目しつつさまざまな側面から分
析・検討していく。
3．定着農耕民の社会と文化
　特定の植物の自然の営みを人為的に再現し保
護・育成するのが農耕であり、そのためには人
間の社会生活をその作物の生態に合わせなけれ
ばならない。そうすると、人々は大地あるいは
耕地に束縛される定着生活を営むことになる。
また一般に穀物栽培の場合、種蒔きから収穫ま
での農繁期と残りの農閑期との交代という形で
生活に周期ができる。さらに、焼畑と異なり常
畑になれば、生産性も上がりその農耕技術だけ
でなく耕地のもつ意味も変わってくる。そして、
生活共同体の有り様も変化し、社会生活だけで
なく内面的な価値観や精神性・宗教性も変わら
ざるを得ない。そこで、山田［1979：47－58］
にならい農耕に移行したがために起こった、技
術的側面と社会的側面と精：神的側面における変
化を以下にまとめてみたい。
（1）技術の発展
　農耕が発達してからの技術の発展は目覚まし
いものがある。その技術発展の条件は果たして
何であろうか。まず、大地に束縛された定着生
活をおくることになるが、半永続的な住居をか
まえさまざまな物がたまるのである。採集狩猟
民や牧畜民と比べ、多数の家財道具や農具など
の物財が世代を越えて蓄積される。何か新しい
ことを創造するには、一見無用なものでもその
契機を与えてくれることがある。眼前に具体的
な物がなければアイディアも浮かびにくく、そ
の意味で、物財の蓄積は技術的改善や新技術の
考案の重要な材料を提供することになる。つま
り、定着生活によって考える材料としての物財
の蓄積がなされるというのである。次に、考え
る材料があっても考える時間的あるいは経済的
余裕がなければ、技術改良や新技術創造はおぼ
つかない。このような余裕を与えてくれるのが
生活の周期であろう。農繁期は農作業に追われ
るが、農閑期は一定の収穫があり保存・蓄積が
可能であれば食料獲得への従事から解放され農
作業以外のことに没頭できる。程度の差はあれ、
どの農耕社会でも社会的・宗教的行事や農耕以
外の生産活動（機織り・土器製作・細工物製作・
家屋や耕地の補修・新造など）の多くは、この
農閑期に集中する傾向がある。つまり、生活に
周期ができたことで考える時間が確保されると
いうのである。さらに、原理的には耕地を増や
せば食料の増産が可能になるという、生産経済
ということがあげられる。消費経済の採集狩猟
民はもとより制限の大きい生産経済である牧畜
民と比べ、農耕民の生産性は自然環境や農法に
もよるが一般に非常に高い。ただし、生産量を
上げるとすれば人手が必要であり、人手が増え
ればそれだけ多くの食料も必要となる。このよ
うな相互作用の結果として、人口が増加しそれ
がまた圧力となって食料増産を促すことにな
る。つまり、増産可能な生産経済によって人口
増加やその圧力が生まれるというのである。
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　ここで、比較の意味で焼畑耕作民を考えてみ
たい。焼畑耕作の場合、耕地の放棄や移動が必
要となりそれに伴って集落の移動も起こり定着
性は相当制限される。とくに熱帯雨林地帯での
根栽型の場合、作物の生産は連続的になされ生
活の周期も生まれにくい。加えて生産性は一般
に低く、常に採集・狩猟・漁労なども行い食料
を補給しなければならないし、増産に限界が
あって人口扶養力も小さい。
　そこで、定着農耕民に限り、上記の定着生活
や生活の周期それに生産経済という3条件がそ
ろうことで、考える材料と時間および人材が生
まれ、その必要性とあいまって技術が発展する
のである。またこれらの条件が十分に活用され
るには、施肥や黎耕それに潅概水利などの技術
をもち、穀物類を中心とした生産性が高く保存・
蓄積も可能な常畑定着農耕民を基盤とする社会
であって、いわゆる文明の段階に入り社会的分
業による専門分化が確立しなければならない。
山田も言うように、農耕自体が分業のひとつと
して国家という全体的統合の枠に組み込まれ、
他の分業集団を定着農耕民が支えるような社会
になってはじめて、技術は加速度的に発展する
ことになり、定着農耕への移行はその基礎条件
を用意したということになる。重要なことは・
採集狩猟民や牧畜民また焼畑農耕民に比べ定着
農耕民がとくに優れているわけではなく、自然
環境への適応の中で生産性が上がり余剰食料が
生まれたことで、人口も増え潜在能力をもった
人材が活用されるようになり技術が発展したと
いうことである。さらに、技術や社会発展の担
い手は、彼らの食料の分まで生産する定着農耕
民によって支えられているということを忘れて
はならない。
（2）社会の複雑化と永続性
　定住や人口増加それに分業化の傾向は・それ
だけで人間の社会生活を複雑なものにする。ま
た、穀物栽培の特徴はその作物の再生産プロセ
スを大量かつ一度に再現する点にあり、苗の移
植や収穫など多くの人手を集中的に必要とする
段階がいくつかある。つまり、採集狩猟民や牧
畜民の場合基本は個別家族単位の生業活動であ
るが、農耕民には日常の農作業とは別に労働力
の集中や協同作業が欠かせず、そのための組織
や集団が要求される。加えて、潅概水利など共
用を前提とするものもあり、秩序維持のために
共同体としての社会的規制が発達する。
　自然な生長に任せる部分が大きく複種作物の
混作が基本である焼畑農耕と異なり、定着農耕
は単種作物の大量栽培が基本であり、その作物
だけに合う生態的条件を人間が自然を変えなが
ら作り出して維持しなければならない。例えば
水田稲作の場合、水稲の生態系は水と水が運ぶ
養分を含む土壌の表層部分とで構成されるか
ら、水の流れの管理が必要である。吸水性の少
ない土壌を用意し、流水・排水だけでなく稲の
生育度合に応じて流水量を調節できるような潅
概水利施設を構築しなければならない。また、
苗床作り・苗取り・型付け・田植え・施肥・草
取り・害鳥獣駆除・収穫・運搬・乾燥・貯蔵・
収穫後の田起こし（黎耕）などの一連の農作業
に加え、その時々の畦を含む水田や用水路の手
入れや補修が必要である。このように農耕のサ
イクルに合わせた複雑な農作業を繰り返すこと
で、作物に合う生態的条件が維持され、耕地と
して持続的に利用が可能となるのである。作り
続けるほどに安定した耕地になるのは、この持
続的な労働投下の蓄積のためにほかならない。
それ故に、定着農耕民の耕地としての土地に対
する愛着ははかりしれないものがある。そして、
耕地への持続的な労働投下と耕地への愛着によ
り、耕地に対する持続的な権利の主張がでてく
る。つまり、労働投下の結果はその人の所有に
なるという私的所有原理によって、耕地の私有
権5）の概念が生まれてくるのである。この持
続的労働投下を前提とした耕地は、個人の一生
を越える持続的な利用価値をもつことになり、
超世代的あるいは（半）永続的価値をもつもの
となる。そうすると、この耕地の世代を越えた
相続が問題になってくる。定着農耕民にとって
最も重要な財産はこの耕地であり、紛争を避け
るためにもその相続の制度化が必要になる。さ
　まざまな相続ルールがあるが、その基本は親子
関係を通した系譜の観念であろう。系譜とは・
親子関係の連鎖あるいは死者・祖先と生者・子
孫を結ぶものといえる。この系譜観念は農耕民
　だけのものではないが、定着農耕民の場合さま
　ざまな組織化・集団化のためや儀礼・祭祀に加
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え、経済的基盤である耕地の相続制度に利用さ
れていることは間違いない。代々の死者・祖先
が労働を投下し続け、持続的あるいは超世代的
な価値をもつ耕地を維持・強化してきたのであ
り、それが耕地として生者・子孫に伝えられて
きたのであるという。
　ここでまた焼畑耕作民の場合を考えてみる
が、定着農耕民と異なり施肥・黎耕・潅概など
の技術もなく持続的な労働投下も一般にありえ
ない。伐採・火入れ・整地などは協同で行われ
るが、’個人的農作業は単発的で作物の自然の生
長に任せるものである。耕地は移動・放棄され
るのが常であり、持続的利用が不可能なその耕
地に対する権利の主張もでてこない。焼畑耕地
は全体として共有のものであり、その時々の割
当・配分が重要な関心事である。もちろんそこ
での収穫物は私的所有の対象になるが、耕地に
関しては所有権ではなく一時的な利用権がある
だけである。耕地の収穫物は短期間で消費され
るものであり、労働投下が世代を越えた価値を
生み出すことにはならないのである。当然のこ
とながら、個溺の耕地は相続の対象にはならず、
共有地の割当・配分を受ける権利が共同体の成
員としてまた耕地以外の財産が個人的に相続さ
れることになる。そこで、その地域の草分け開
拓者のような特定始祖を除けば、系譜上の死者
に積極的な意義を認めることは少なく、死者は
敬愛というより畏怖の対象になることが多いよ
うに思われる。
　農耕への移行は単なる食料生産技術だけの問
題ではなく、その技術を駆使する人間の社会生
活全畿に大きな影響を与えるのである。特定植
物の再生産プロセスの人間による再現という点
では焼畑耕作も農耕には違いないが、定着農耕
下での持続的な労働投下による持続的・永続的
価値の創出が重要なポイントになる。それに基
づき生産性が向上して余剰食料も増大し、勤勉
や蓄積に社会的価値がおかれるようになる。そ
の結果、社会的分業が進み管理を前提とする都
市や国家が発生して、その内部では貧富差や社
会階層も生まれやすくなる。また、地域性と共
同性に裏付けられた村落共同体が発達し、自律
的な共同体としての排他性・独自性や永続性が
強調されるようになるのである。
（3）植物栽培を通した観念や哲学
　農耕は、作物としての特定植物の自然な再生
産プロセスを人為的に再現して食料を獲得する
生産経済である。その点で同じく生産経済と
いっても、家畜化した特定動物の自己増殖を基
本とする牧畜とは性格が異なる。人間がその努
力によって自然の営みを再現させるということ
は、その結果も自身で背負わなければならない。
とくに、年に1・2回しか収穫が見込めない穀
物栽培の場合、採集狩猟民や牧畜民のように不
安定ではあるが少量ながらも時々に食料を獲得
できる生活とは大きく異なる。つまり、農耕暦
単位の食料獲得が生活の基盤であるだけに、そ
の失敗はただちに飢餓に結び付くことになる。
技術や科学的な知識が未発達な段階では、これ
は大問題であり不安をかかえた生業ともいえ
る。天候などを含め人間には対処できないこと
もあり、現実的にはともかく失敗・不作の心配
を解消するために、超自然的な観念や慣行が著
しく発達しているといわれる。これらの観念や
慣行は多種多様であるが、いずれにしても直接・
間接に作物の成長や結実を祈願して儀礼6）を
行い、それを促進させようとするものである。
作物を産み出す大地やその生長・豊作に欠かせ
ない水や雨は、どこでも呪術や宗教の対象と
なっている。例えば、古代オリエント文明圏に
発達した大地母神の観念は、豊饒多産や生命力
の源としての女性との類比から、大地を女性・
母に見立てて擬入化し神格化したものであろ
う。あるいは、穀物栽培民の間に広く見られる
穀霊や稲魂の観念も人間の霊魂を作物に投影し
たものにほかならない。また、水をもたらす天
界・山や川の上流・海を豊饒の源泉として・そ
こに向かい祈願することがある。さらに、人間
の生命にとって重要な血に注目し、供犠した動
物の血を耕地や種もみに滴らせたり、作物が同
じくらい成長するようにと田畑に小枝を立てた
り、人間の多産と類比して作物に象徴的な結婚
式を施したりすることもあるという。
　　このようにデリケートな作物の成長や結実に
何とか対処しようとしてさまざまな呪術・宗教
的行為がなされるが、重要な点は作物と人間を
類比する換言すれば作物を人間になぞらえてい
ることである。作物の発芽・成育・結実・収穫・
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枯死・播種（再生）というプロセスを・人閥の
誕生・成長・結婚・出産・死・再生と重ね合わ
せて理解する。極言すれば、作物という特定植
物を通して人間を知るということになる。作物
の実りを食料とするわけであるが、結実したら
保護しつつ枯死する前に収穫しなければならな
い。収穫するということは、人間が植物の命を
断つことである。ごく一部を次作の種もみとし
て残して、作物の命の恵みの大部分を人間の食
料とするのが農耕ということになる。そして、
種もみを大地に蒔き再生させることを通して、
人間の死後の世界あるいは再生を考えるという
ことにもつながるのではなかろうか。
　山田も言うように、多様な呪術・宗教的観念
のうちとりわけ死と再生の観念が注目される。
この観念は農耕民に限られたことではないが、
月の満ち欠けが死と復活の考えに結び付けられ
たり、脱皮するヘビや穴居や冬眠し隠れたり現
れたりするウサギ・クマその他の動物、さらに
は不死の水や樹木の考えなどと関係付けられた
いわゆる月神話複合は、農耕民に発達している
ように思われる。強烈な印象を人間に与える生
命の死と再生であるが、農耕民は農耕暦ごとに
作物を通して死と再生の繰り返しを実感するの
である。その延長線上に、複数の他界観念や来
世と現世の同一視、またいわゆるヒンドゥー教
や仏教の輪廻思想7）すなわち人間も死と再生
を繰り返すという宗教哲学的観念が生まれたと
思う。この思想は、生命原理としての霊魂が人
間やそれ以外の動植物にも次々と宿るという観
念であり、これを宿体の側からいえばひとつの
生命体が死んで他の生命体に再生するプロセス
が次々に繰り返されるということである・霊魂
を媒介にして人間と特定の動植物とを同一視す
るという観念は採集狩猟民や牧畜民にもみられ
るが、この同一視が死をはさんで成立するのは
農耕民の死と再生観の反映であるという。
　ここで、農耕民の死と再生の観念の理解を深
めるために、作物の起源神話に目を向けたい。
この作物起源神話にはふたつのタイプがあると
される。ひとつは《ハイヌヴェレ型神話》8）で
あり、もうひとつは《プロメテウス型神話》9）
　といわれるものである。前者は、イエンゼンの
『殺された女神』［1977（1966）］という著作で
明らかにされた。インドネシアのセラム島の
ヴェマーレ族に伝わる神話であり、ココヤシの
枝という意味のハdヌヴェレと名付けられた神
的な少女が、その特別な能力のために人々の嫉
妬をかい広場の穴に生き埋めにされ殺された。
彼女を育てたアメタという男がこの殺害を知
り、彼女の死体を掘り起こしこまかく切断して
広場のあちこちに埋葬した。その後、この埋め
られた身体の各部分が当時地上になかった各種
のイモ類になり、人々はそれを主食にするよう
になったというものである。この神話の主題は、
殺され埋められた神的少女のバラバラ死体から
イモ類作物が生まれたということであり、根栽
型の農耕民の死体化生神話（ある死が作物に再
生する）の典型例といえる。後者は、ギリシア
神話にでてくるプロメテウス神にまつわるもの
であるが、プロメテウスは最高神ゼウスから火
や穀物の種を盗み出したためにゼウスの怒りを
かい生き地獄の責め苦に合わされるというもの
である。この神話の主題は、天界から人間界に
とって重要なものが盗まれたということであ
り、雑穀型の農耕民の作物起源神話の典型であ
る。
　さらに初期の農耕民文化には、かって人身供
犠や食人あるいは首狩り10）などの慣行が広く
行われていた。背景は複雑であるが少なくとも
部分的には、死体化生神話を儀礼的に再現し現
在の存在状態を再確認しようとする動機があっ
たと思われる。死と再生観やそれにまつわる神
話の儀礼的表現は、農耕に基礎をおく後代の社
会にもいろいろな形で引き継がれている。古代
文明社会やアフリカの初期王制社会などでは、
しばしば王の即位式にあたって死と再生の劇的
表現がなされた。王は神聖なものであり国の繁
栄は王の聖なる力に依存すると考えられていた
ので、聖なる王の誕生のためにはそれ以前の状
態の人間には死んでもらう必要があったのであ
　る。また成人式に際しては、少年の状態の死と
成人の状態への再生を劇的に表現する慣行がし
　ばしばみられるという。
　以上のように、作物としての特定植物の栽培
を見守る農耕民とくに生産性が向上した定着農
耕民の間では、それ以前に比べ技術が発展し、
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社会生活が複雑になって勤勉と蓄積を重視し永
続的価値が創出されただけでなく、その作物を
通して人間を考え死を前提とした再生の観念・
哲学が生まれたといえる。つまり、農耕への移
行は非常に大きな多面的変化をもたらしたので
ある。
4．おわりに
　文化としての人間の「食」を総合的に考える
上で、生業すなわち生計の基本である食料獲得
の方法はその出発点となる。人間が周囲の自然
環境に適応しながらどのようにして食料を獲得
してきたか、またその生業がいかなる影響を社
会や文化に与えてきたかを考察することは重要
であろう。本稿は、前稿［木佐木：2006］の採
集狩猟民と牧畜民の社会と文化の特徴の考察に
続いて、農耕民とくに穀類を中心とする常畑定
着農耕民の社会と文化を考察したものである。
この定着農耕民社会が発展すれば、さまざまな
技術や永続的な共同体や新しい世界観・価値体
系が生まれる。そして、社会階層の分化した都
市や国家の形成につながり、いわゆる農耕文明
が発達することになる。
　農耕文化を従来通り一応5類型に分けて概説
したが、旧大陸の雑穀農耕文化から分化した稲
作農耕文化は、東アジアや東南アジアを中心に
現在世界の半数以上の人々の主食になっている
こともあり、6つ目の類型とした方が妥当であ
るとも考えられる。そして、主食あるいは主作
物という用語であるが、和仁［1995：121－
131］にならい文化的卓越食料と呼ぶべきかも
しれない。文化的卓越食料とは、①地域の主た
る食エネルギー供給源であり、②優先的に生産・
加工・貯蔵が行われ、③神話などで象徴的な扱
いを受けるものであるという。具体的には日本
では米であり、欧州一般では麦、北中米インディ
アンではトウモロコシ、モンゴルでは乳などと
いうことになる。これらは単に主要食料という
だけではなく、多くの社会的規制を生んだり象
徴的な意味が込められるものである。
　また、近年我々日本社会を含めその大半の
人々が食料生産に従事しない、貨幣経済の浸透
した都市型社会が増加している。その中で社会
的分業が成り立ちそれぞれ個性的な生活が送れ
るようになってきたが、それを支えている人々
すなわち食料生産者に思いをはせ感謝する必要
があろう。この食料消費者である都市民によっ
て新しい生活文化が生み出され、その価値観が
普遍化され絶対視される風潮がみられる。つま
り、新しい独自の価値観をもつだけでなく、他
者へのその価値観の傲慢な押し付けが横行して
いるようでならない。農耕民社会での植物の栽
培を通した技術や知識だけでなく、その異なる
自然観や人間観あるいは社会の共同性や永続性
を維持するための知恵と自律的な精神など、
我々が学ぶべきところは数多くある。近代社会
の〈科学的知〉の有効合理性も認めるが、一方
で伝統社会の異なる〈土着的知〉もそれなりに
合理的なものとして、対等に評価しなければな
らないと思う。
《注》
1）考古学者チャイルド（V．G℃hilde）［1952］は、自然
　の増殖過程にのみ依存していた人類が、自ら食物
　を生産するようになった変化を「新石器革命」と呼
　んだ。食料生産が定住化を促進し余剰を生み結局
　文明の発生をもたらしたことは、まさに人類史に
　おける革命だと考えたのである。この生産経済が
　開始された時代を、一般に新石器時代という。また、
　松本［1985：96］によれば動物の家畜化を含め植物
　の栽培化は、世界各地で別々に独立して発生した
　とする多系起源説が考えやすいという。
2）坂本［1987：759－761］によるとムギ類には、コムギ・
　オオムギ・ライムギ・エンバクが含まれるが、いず
　れもイネ科に属する一年生植物で西南アジアに起
　源した作物である。コムギ・オオムギは、ともに起
　源前7千年頃に肥沃な三日月地帯で栽培化され各
　地に広がったと考えられ、日本には4・5世紀頃に
　朝鮮半島を経由して伝来したとされる。またライ
　ムギ・エンバクは、コムギ・オオムギ畑の雑草とし
　て随伴しその後二次的に栽培化されたという。近
　年の考古学的研究では、チグリス・ユーフラテス川
　の源流域であるトルコのアナトリア高原がムギ類
　の原産地であり、その栽培も1万年前まで湖るこ
　とができるかもしれないといわれる。
3）佐々木［1987：62－63］によると稲は、イネ科の一
　年草であり異なる野生種からアフリカイネとアジ
　ァイネという栽培種が生まれ、現在では地球上の
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　半数以上の人々の主食となっている。その起源に
　関しては、中尾［1966］のアフリカに始まった雑穀
　栽培がインド北東部に伝播しその栽培種が稲に変
　わったとか、東南アジア低地のヤム畑に生じた雑
　草が稲の起源であるとかいわれてきたが、現在で
　は渡部［1977］による雲南からアッサムにかけての
　丘陵地帯が稲の起源地であるとする説が有力であ
　る。そこから、西方へはブラマプトラ川などを経
　てインド、南方へはメコン・チャオプラヤー川など
　を経てインドシナ半島、束方へは揚子江などを経
　てその中・下流域に広がった。起源前5千年頃には
　華南の畑で雑穀とともに陸稲が混作されており、
　その後前3千年頃になると雑穀栽培から分化した
　水稲栽培が東アジアで始まったと考えられる。ま
　た日本へは、縄文時代晩期に華南から直接海を渡
　　り九州へあるいは朝鮮半島を経由して九州へ稲が
　伝来し、弥生時代になると稲作は日本各地に広がっ
　たのである。さらに、アジアイネの栽培種はジャ
　ポニカとインディカに大別され、それぞれにウル
　チ米とモチ米があるという。近年大陸中国の考古
　学的研究が進展しつつあり、雑穀との混作陸稲の
　栽培は1万年前まで潮られることが予想される。
4）山本［1987：521－522］によると、トウモロコシは
　イネ科トウモロコシ属の一年生作物であり、新大
　陸において栽培化されたほとんど唯一の穀類であ
　　る。このトウモロコシが、旧大陸の人々に知られ
　　るようになるのは15世紀末のことであるが、数多
　　くの品種がありその環境に対する幅広い適応性が、
　新大陸発見後急速に世界各地にその栽培が広がっ
　　た理由であろう。また、トウモロコシは食用だけ
　　でなく酒用や飼料用など用途も多いという。
5）私的所有権ということになると、所有者がその耕
　　地の利用だけでなく売買や処分を自由にできるの
　　が原則であるが、その後の利用法などの問題があ
　　り実際には共同体規制や慣習法により制限が加わ
　　ることがある。共有地を開墾して耕地を造成する
　　場合もあるし、共用の潅概水利などをめぐり常畑
　　は周辺のそれと一体になり機能するからである。
　　そこで、厳密には私的保有権といった方が良いか
　　もしれない。
6）例えば、播種儀礼から収穫儀礼まで農耕暦にそっ
　　たいわゆる年中行事がたくさんあるが、その中で
　　も特筆すべきは予祝儀礼だと思われる。実際の農
　　作業が始まる前に豊作を祈願するものであり、本
　来の正月行事など東アジアの稲作文化を代表する
　ものといえる。大林［1992］によれば、正月とは儀
　礼を伴う生命を新しくする機会であるという。そ
　の際に、生命の水としての若水を汲んだり、生命
　授与を象徴する脱皮をする食物としての里芋を皮
　をむいて食べたり、出血を生命再生の証しとする
　ために石合戦を行ったり、幸すなわち豊鏡は外か
　　ら内へやって来るということでマレビトとしての
　来訪者や来訪神を迎え祝福を受けたりするのであ
　る。
7）輪廻思想の核心は繰り返される死と再生の観念に
　あるが、その歴史的形成の問題は、ヒンドゥー教
　や仏教が否定的に輪廻からの脱却すなわち解脱を
　意図していることもありきわめて複雑難解である。
　牧畜という生業から生まれたユダヤ教・キリスト
　　教・イスラム教と比較して、農耕から生まれたヒン
　　ドゥー教や仏教には死を前提にした再生の観念が
　　色濃く反映されており、死に対する諦観とか死の
　　肯定ともとれる精神構造が内包されているように
　　思える。
8）《ハイヌヴェレ型神話》は、焼畑芋類農耕民の問だ
　　けではなく常畑穀類農耕民の間にもみられる。例
　　えば、中部インドのコンド族の神話では、タリ・ペ
　　ヌという女神が自分の指を切って血を滴らせると
　　大地が固まり、息子に命じて自分を殺させ肉片を
　　大地に埋めさせると、そこからあらゆる種類の穀
　　物が生えてくるという。また、大林［1996：163－
　　184］によると、日本の8世紀に害かれた「古事記」
　　には、オホゲッヒメという神がスサノヲの神の怒
　　りをかい殺されたがその死体の各部分から稲・麦・
　　粟・大豆・小豆・蚕が生まれたというものがあり、
　　同じく8世紀の『日本害紀」には、ウケモチという
　　神がツクヨミ神の怒りをかい殺されたがその死体
　　の各部分から稲・麦・粟・稗・大豆・小豆・蚕・牛馬
　　が生まれそれらはアマテラス神に献上されたとい
　　うものがあるという。このような型の死体化生神
　　話は世界各地にみられるが、本来は根栽型の農耕
　　民に根差すと考えられ、より古い型の作物起源神
　　話ではないかと思われる。
9）《プロメテウス型神話》は、植物の断片ではなく種
　　子が盗まれ作物がもたらされるのであり雑穀型農
　　耕民の神話であろう。同じく大林［1994：170－
　　171］によると、日本のr古事記」やr日本書紀」に
　　はこの型の神話はみあたらないが、民間伝承とし
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　　ての「狐の稲盗み」などの説話で稲や麦などの穀物
　　が盗まれもたらされたというものや、弘法大師が
　　天竺から稲の種を杖の中に隠して持ち帰ったとか
　　同じく中国から麦の種を盗んでもたらしたいうも
　　のがあるという。この型の神話も世界各地に散在
　　するようであるが、雑穀型の農耕民に根差すこと
　　は間違いなく、相対的に新しい型の作物起源神話
　　だと思われる。
10）首狩りに関しては拙稿［1996］を参照してほしいが、
　　人身供犠や食人などと同様に儀礼的殺人の一種で
　　あり、共同体の外部の人間の首級をとってきて保
　　存し儀礼を行う呪術・宗教的またある意味で社会的
　　な慣行である。また、これらの慣行が採集狩猟民
　　や牧畜民にはほとんど見られず、初期農耕民の一
　　部にみられるということを強調しておきたい。さ
　　らに、少なくとも首狩り慣行にはさまざまな要素
　　が包含されている。イエンゼン［1977］はハイヌヴェ
　　レ神話との関連でイニシエーション儀礼としての
　　側面を強調しているが、共同体外から内へ新たな
　　生命力を持ち込み豊饒を祈願する農耕儀礼として
　　の側面に注目したい。
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